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人及牛の結核性淋巴組織の自家融解並にその ｢グリセリン｣ 抽出液の ｢ゲラチン｣分解に当っては
共に pH4.0-5.0 (人0.14,年0.ll) し括孤内の数字は ｢フォルモ- ル｣滴定法による酸値増加量を
N/10NaoH量で示せるものである｡以下同じ) 及び pH7.0-8.0(人0.ll,牛0.09)を至適環境とす









明かに ｢ト1)ブタ-ゼ｣作用が証明せられた｡ この ｢トリブタ-ゼ｣が乾酪病竃の軟化融解現象に対
して､可成 りの意義を有するものと思はれる｡
(2)一方人に於ては正常淋巴組織 よりも結核性淋巴組織の方に ｢カテプシン｣活性並びに青酸賦活
｢カテプシン｣活性が著 しいけれども､牛に於てはか ゝる事実を認めない事､ 結核性淋巴組棺の ｢カ
テプシン｣活性並に駄活 ｢カテプシン｣ 活性が牛 よりも人の組織に著しいという等実 及び牛の乾覇病





第 3簾 健康人血清蚤白分解酵素に関する研究 (抄)
緒 言
前2篇に於て正常淋巴組織と綜橡性淋巴組織 との間に酵素学的に若干の差異ある事を証明したのであ
るが､ か ゝる差異が健康人並びに結核患者の血清間にもあるのではなか らうか と予想 し､ 手始めに健
康人血清の蛋白分解酵素作用を吟味 した｡
実験方法
(1)先づStepphuhn等の ｢カゼイン｣吸着港 で血清中のAntiproteinaseを除いて ｢カゼイン｣分
解作絹を検 した｡巨Pち血清1容､1% 中性 ｢カゼイン｣溶液3容､酷酸塩綾簡液 (pH4.0)1容を混 じて垂
じた ｢カゼイン｣(以下 ｢カ｣ と略す)の沈澱を2容の0.2%嚢酸曹連溶液に溶解せ しめ､Mclvaine氏
摩簡液1容を加-て一定のpH贋に補正し､その2.0ccに裁て一定時間37oC酵匿前後の ｢ア ミノ｣ (以下
｢ア｣と略す)穿素量を VanSlykeの装置により･ATJ定 し､その増.加量 (mg)を以て血清蛋白分解酵
素に依る ｢カ｣分解値 とした｡
(2)次に血清をそのま 酵ゝ素液 として､その自家融解及び異種蛋白分解作用を検 した｡
(イ)血清2.0cc,4% ｢カ｣叉は8% ｢ゲラチン｣(｢ゲ｣)溶液4.0cc,緩衝液 (pH3-6はMclvaine氏
液､pH7-8はS6rensen氏､m/15燐酸塩緩衝液)6.0ccを混 じ､その2.0ccに関 して (1)と同株貯置
前後の ｢ア｣窒素の槍加量を測 り分解値 とした｡更にこの度臆系の媛髄液 1･0ccの代 りに10%KCN溶
液1･0cc,若 くは塩酸 ｢チステイン｣ (｢チ｣)溶液 1･Occ(中に5mgの ｢チ｣を含む)を混 じて分解値
を比較 した｡
(1])血清2.0ccと緩衝液5.0cc或は10.0ccとの混合液の2.0ccについて も (イ)と同様･&臆 した｡
(-)以上の実験により後記の如 く､ その蛋白分解作用は ｢ト1)プクーゼ｣系酵素に依る事が解っ
たので､ この酵素の由乗を吟味すべ く､腸活素晦よる賦活試験を行った. 即ち新鮮豚十二指腸鞘膜 を
肉攻寄を用仏て粥状 となし､その重量の2倍容の87% ｢グ 1)セl)ン｣水及び:若干の ｢クロロフォ ルム｣
を加へ､時々振替し乍 ら37｡Cに24時間保定の後遠心分別 した上澄液 (pH債を7.0に補正)を陽転素浸
均液 として周ひた｡血清2.0cc,4% ｢ヵ｣4.0cc,上記浸 出液2.Oec,綾簡液4.0ccを温和して主実験系とな
し､血清2.0cc,4% ｢カ｣4.0cc,緩衝液6.0ccを混 じて弟1対照実験系､該浸出液aOcc,4% ｢カ｣4.0cc,
緩衝液6.0ccを混 じて策2対照実験系､浸出液2.0ccに緩衝液10.0ccを混 じた ものを第3対照実験系 となし
pH7.0及8.0の盈境に於て24時間37oCに贈畳し､各系の2.0ccに関 して (1)に於けると同棲 その前後の
｢ア｣窒素槍加量を測定 し､腸活素の貝武活性を吟味 した｡
実験成凍及び結論
(1) ｢カ｣吸着1法によって も､血清 をそのま 酵ゝ素液 として使用して も､その ｢ヵ｣分解作用は､
至適反鷹演壇 をpH7.0附近とし､それ より酸性側には攻に､活性側には急にその作絹を減弱し､pH7.0の
環境 では24時間で略々その分解を停止する事が明かになった｡ (pH7.0,24時間での分解値は､吸漕法
.ではO.049mg,血清 をそのま 酵ゝ素液 とする方法では0.043mg)




(3)血清に依る ｢カ｣分解作用も ｢ゲ｣分解作用も青酸や ｢チ｣附加による影･轡を蒙 らなかったO
(4)血清の自家融解作用は健脚で､無硯し得る程度であった｡
(5)隊十二5.千-腸粘膜浸出液による血清蛋白分解酵素の賦活は認められなかった｡
(1) (2) (3)の事実は健康人血清には ｢トリブタ-サ｣系蛋白分解酵素が含まれて居る事を明示
するものである〇
第 4詐 肺結核患者血清中の蚤自分瀬酵素に関する研究 (抄)
緒 言
前節に於て余は健康人血清の ｢ト1)ブタ-ゼ｣作用を明かにしたが､ 肺結板病竃の軟化融解に際し




前筋 と全 く同一の方法により壁症並びに嘉症肺結核患者の血清蛋白分解作絹を観察した処､ 健康人
血清に於けると全 く同様 ､ pH7.0附近を至適環境とする蛋白分解作用が見られ､面 も青酸附加による
影響 も百家融解作間も殆んど認められず､腸活素による賦活 も認められなかった｡ 釦ち肺結核患者血
清 と健康人血清 との間には､蛋白分解酵素の上に差異たきを知ったO そこで余は史に､その至適環境
なるpH7.0に於ける24時間贈置による ｢カ｣分解値を､前笛の実験方法の保下 (2) (イ)の方法によ
り病期別､ ｢レ｣練像上の茎洞の有無別に定量的に検して比較 した｡ 病期分顆は樽ね宮川の方法に拠
り､夫々その初期を置症､･第1,2親を中等症､第3期及末期を重症 とし､全身状態極めて悪 く死前期に
ある者を貴重寵 とした処､ 血清の ｢カ｣分解値は軽症者 (19名)で貴 も少 く (平均 0.022mg)､二大で
健東人 (33名,0.032mg)更に中等症 (17名,0.044mg)重症 (13名,0.054mg)貴重症 (10名,0.062mg)
の順に増加し､茎洞の無い者 (16名,0.021mg)に比して之を有する者 (33名,0.058mg)ではこの分解
値が著しく大であった｡次で同一実験17J法に拠って肺虚脱療法の前､1産後叉1ケ月以上後に於ける血清
の ｢カ｣分解値を比較 した処 (責にi寛後 と駄するは的廓成形術若 くは肋膜外充填術の翌 日又人工嘉狗
術開始後4日冒即ち2回目途菊枝を意味する｡)､肺虚脱療法施術南後に於ては血清 ｢カ｣分解値は大体




(1)肺結核患者血清にも健康人血清 と同 じく ｢トリプクーゼ｣が言正明せられ､両者の間に蛋白分解
酵素の上転賃的な差異はない｡




く伴ふに至る事は自明の事実である｡ 而 も末期婁態に進むにつれて､末梢血液中の ｢ト1)ブタ-ゼ｣
















性を吟味し､ 更に何故蟹症患者でその畳が王威少するかの薪間を解決すべ く､古 くより知 られて居 り､
結核症の場合に噂加すると称 されて居る血清抗 ｢TJ)ブシン｣償 (抗 Tト｣債 と略す)と該酵素作鴇
との関係を検討した｡ ､




血清蛋白分解酵素作用の観察は前衛に記 した如 く､ 血清をそのま 酵ゝ素液とし､ ｢カ｣を基質 とす~









(2)健康人及び各病期肺結核患者 (柄期分賢司は前欝の通 り)の血清抗 ｢ト｣債を壬則り､その平均値
を算崩したら､該債は健康人 (33名) (250.5)より整症者 (19名) (318.6)に於て著しく高 く､それ よ
りは病期と共に減少するものである事を知った｡即ち中等症 (17名) (299.6)重症 (13名) (277.1)
最重症 (10名) (211.4)の順に減少する｡ 而Lで中等症､ 重症者に於ては備健康人より高い血清]菟
｢ト｣債を示す事は注目に値する｡ 何故なればこの事実と蘭欝に於て既報の血清 ｢カ｣分解値は置症





(3)血清 ｢ヵ｣分解値と血清杭 ｢り 債との相関表 (轄)を作製し､それに就て両者の相関係数を




(2)血清抗 ｢り 作用は肺結核の病期と共に変動し､健康人より堅症者に於て高 く､それよりは病
期の進むにつれて低下する｡








滑長する事実を認めたが､ か iる関係が結核性動物に於ても認められるか否かを吟味すべ く､比較的
大量の採血可能なる家兎 (体重2乾前後のもの)の ｢レ-メル｣氏反臆陰性なのを確かめた後､早朝茎
腹時心臓穿刺により採血して血清を得､ その ｢カ｣分解作用は観察し､乗に結核^型薗 ｢フランクフ
ル ト｣株(卯培地に4週間培養集落)又は年型薗1号株 (同じく3週間増葺のもの)の夫}{15mg,10mg
を含む浮遊液を菊管内に点滴状に琵入援覆し､その寓前､1ケ月後､2ケ月後に同様にして二採血しその
｢カ｣分解作用を測定比較した. この測定は第3第実験方法の旗下 (2〕 (イ)記載の方法に依 り24時
間醇意による分解値を観察してAktivitats-pHIKurveを得､東にその至適pH慣 (7.0)に於ける24時間




















(2)健喪家兎血清K_よる ｢カ｣分解値 (NHIZ-Nmg)の平均値は0･036mgであるO この値は第4第
に示した健辰人血清による ｢カ｣分解値 (平均0.032mg)に近似せるものであるo
(3)堅症結核感染家兎に於ける血清 ｢カ｣分解値は健康時に比して減少の傾向にあり､それに反し
て血清抗 ｢ト｣債は増加して居る.この事実は第5第に述べ/Jt置症肺結核患者に於ける血清杭 ｢り 債




















































止作用に関する実験を企図した｡蒸案件の轄板菌発育F且止に関する研究は-EくはKochVilmenを初(1L-I) (3) (4) (5)(6)(7)(8) (9)(10) (l)
めとし､P.AlweipW.AColieruY.Nitta,HermanStadler佐藤,遠藤, 米沢,水野,八谷等,(】･1) (13)
北香等,中尾 の研究等があるが, 共等の実験に於ける使用物質に裁ても叉実験方法に関しても､未だ





1｡ ｢デッキグラス｣法｡ 人及鳥型常の1mglc.C.の均等浮遊液を作 り､滅菌せる ｢デッキグラス｣
吃-白金耳づつ平等に塗布し卵紺口許内で乾燥せしめる｡ 一方被検有機化合物の一定量を滅菌綿花に施
し､ 之を滅菌 ｢シャ-レ｣中に静遺して ｢シャ-レ｣中に被槍化合物の宝過飽和蒸菊を充満せしむ｡
